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1 ．緒言

「視覚的注意」は、認知心理学において重要な
概念であり、対象物を観察する際に特定の情報
に焦点を当てる機能を指す。この機能に関する
研究は、Posner（1980）の先駆的な研究をはじ
めとして、横澤（1993）、有賀ら（2008）など
国内の研究者によっても展開されてきた。これ
らの研究は、認知科学および心理学の分野にお
いて、人間の認知プロセスの解明に寄与してい
る。そして、スポーツ場面においても視覚的注
意は極めて重要である (菊政と国部，2018；松本
ら，2011）。サッカーの試合を例に挙げると、プ
レーヤーがボールに過度に注意を向けると、そ
の狭い領域に焦点が絞られてしまう。これによ
り、ボールホルダーの動きや周囲の状況を見逃
す可能性が高まる。また、ボールにのみ注意を
払っていると、相手のプレーに反応するまでに
時間がかかる可能性がある。このようにスポー
ツでは、視覚的注意が選手のパフォーマンスに
大きな影響を与える。

Posner（1980）の先行手がかり法に基づく実
験結果は、視覚的注意が反応時間に与える影響
を具体的に示している。その結果、本刺激の刺
激呈示位置が先行刺激の刺激呈示位置と同じ方
向（正の手がかり）の場合には反応時間は短く、

反対に本刺激の刺激呈示位置が先行刺激の刺激
呈示位置と逆方向（負の手がかり）の場合では
反応時間が長くなることを報告している。この
ように先行刺激の種類によって操作した視覚的
注意が反応時間の短縮や延長に影響を与えるこ
とがわかる。そして、Posnerの実験を契機とし
て、視覚的注意の移動特性に焦点を当てた研究
がいくつか行われており（大橋，2003；Hikosaka, 

1993）、例えば、大橋は仮想円上の8箇所で先行
刺激が規則的に周回移動する中、ターゲットの
反応時間を検討した。その結果、ターゲット呈
示位置が先行刺激の最終位置より次に移動した
位置である場合は反応時間が遅くなることを報
告している。この結果は、先行刺激が正の手が
かりの場合は反応時間が短縮したPosnerの実験
結果と異なる。大橋はこの違いが生じた原因に
ついて、先行刺激の継続的な周回移動によって
視覚的な“慣れ（habituation）”を引き起こし、
これが反応時間の遅れの要因ではないかと考察
している。ここで、この慣れの影響を最小化す
るためには、先行刺激が直線移動の刺激呈示を
する実験方法への改良が必要である。加えて、
ターゲット呈示位置を先行刺激位置とは関連性
のないPC画面上のいずれかの位置に突如呈示
させることで実際のスポーツ場面の状況に近づ
けることができると考えられる。
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そこで本研究の目的は、サッカーの試合中
の視覚的注意をPC上で単純化した形で再現し、
先行研究における先行刺激呈示を周回移動では
なく直線移動に改良した実験方法を採用する。
これにより、先行刺激の手がかりの正負が人間
の反応時間にどのような影響を与えるかを検討
する。本報告では、得られた結果とそれに基づ
く考察を現時点で提供する。

2 ．方法

2.1　実験対象者
実験対象者は、大学生10名であり、実験を行
う前に全ての対象者に対して本研究の目的につ
いての説明を行い、実験参加の同意を得た。

2.2　実験方法
PC（ディスプレイ：13.3インチ，2560×1600 

pix）によって刺激を呈示した。画面のリフレッ
シュレートは60 Hzであった。刺激呈示の制御、
並びに反応の記録は、PsychoPy3（ver.3.1.5）を
用いて行った。画面背景が灰色で、刺激呈示と
して黒色で「＋」（大きさ：15 pix）を使用した。
図1に実験構成図を示す。実験参加者は、「＋」
が表示されたら指定された反応キー（スペース
キー）をできるだけ素早く押すことを求められ
た。反応時間（Reaction time: RT）は、刺激呈
示からスペースキーを押すまでの時間を測定し
た。図1に示すように、番号順に「＋」が呈示
された。この時、刺激呈示は常に1つしか呈示
されず、新たに「＋」が呈示されると、同時に
前の「＋」が消えるようにした。呈示時間及び

図 1　実験構成図
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呈示間隔は500 msであり、呈示番号①から③は
先行刺激、④ -A～④ -Dは本刺激である。先行刺
激および本刺激のそれぞれの二次元座標は、先
行刺激①（0，0[画面中央 ]）、先行刺激②（167，
100）、先行刺激③（333，200）、本刺激④ -A

（500，300）、本刺激④ -B（500，-300）、本刺激
④ -C（-500，300）、本刺激④ -D（-500，-300）と
した。先行刺激は固定でPC画面の中央から右
斜め上に向かって提示されるのに対して、4番
目の刺激は4箇所（右上角：「④ -A」、右下角：
「④ -B」、左上角：「④ -C」、左下角：「④ -D」）の
中から1箇所に提示された。これをもとに2つ
の条件を設定した。統制条件は先行刺激後に④
が提示される条件であり、変更条件は先行刺激
後に「④ -B」もしくは「④ -C」、「④ -D」の3箇
所のいずれかが提示される条件である。統制条
件は先行刺激と同じ方向に呈示されるため正の
手がかりとなり、反対に変更条件は先行刺激と
異なる方向に呈示されるため負の手がかりとな
る。実験参加者が本刺激のタイミングに慣れな
いために、実験参加者には実験開始前に先行刺
激呈示の回数を教示しない。さらに、ダミー試
技として先行刺激を4回に設定した試技を含め
た。実験参加者は統制条件6回、変更条件6回
（各箇所2回ずつ）、ダミー試技（統制条件6回、
変更条件6回（各箇所2回ずつ））、計24試技を
ランダムに行った。

2.3　分析方法
算出項目は反応時間（RT）とした。
反応時間（Reaction time: RT）は、刺激呈示

から実験参加者のキー押しまでの時間を測定し
た。さらに、先行刺激においてもRTを測定する
が、分析対象は本刺激のRTのみとした。
なお、RTが平均RTの2SD以上のデータは分
析対象から除外した。

2.4　統計処理
得られたRTの結果は、平均値と標準偏差で示
す。得られたRTの分布は、正規分布ではなかっ
たため有意差検定は、マンホイットニー検定を
用いて行い、統計的有意水準は5％未満とした。

3 ．結果および考察

図2に統制条件と変更条件のRTを示す。統制
条件のRTは308±58 ms、変更条件のRTは339
±69 msであった。統制条件のRTは、変更条件
のRTより約31 ms短い結果となった（p < 0.05）。
さらに、図3に本刺激の呈示位置ごとのRTを示
す。本刺激④ -AのRTは308±58 ms、本刺激④
-Bは349±79 ms、本刺激④ -Cは329±64 ms、
本刺激④ -Dは341±66 msであった。統制条件
である本刺激④ -Aと他の3箇所の本刺激をそれ
ぞれ比較した結果、本刺激④ -BのRTは統制条

図 2　先行刺激が正および負の手がかりとなる条件におけるRT
先行刺激が正の手がかかり（統制条件）および負の手がかり（変更条件）と
なる条件のRTを示した。統制条件と変更条件のRTに有意差が認められた。
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件よりも41 msほど有意に長く（p < 0.05）、本刺
激④ -DのRTは33 msほど有意に長くなった（p 

< 0.05）。本刺激④ -CのRTは有意差が認められ
なかった（p = 0.16）。
以上の結果から、先行刺激が負の手がかりと
なる条件（本刺激が④ -Bと④ -Dの変更条件）で
は、対象者は潜在的に本刺激を予測し、「視覚的
注意」を狭め、反応時間が延長したと考えられ
る。この結果は、Posner（1980）の実験結果と
一致しており、移動特性のある先行刺激が負の
手がかりとなる場合においても本刺激の反応時
間が延長した。しかし、変更条件のそれぞれの
箇所で検討すると全箇所において有意差が認め
られなかったため、他の要因があると考えられ
る。考えられる要因として、有意差が認められ
なかった本刺激④ -CはPC画面の左上に呈示さ
れるため、本刺激④ -Aと同様の画面上部に本刺
激が呈示される条件である。そして、先行刺激
が徐々に上部に呈示されることから「視覚的注
意」が潜在的に画面上部に誘導されたと推察さ
れる。しかし、これらの要因についての詳細な
根拠が示されていないため、更なる検討を今後
の課題とする。
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図 3　本刺激呈示位置の違いにおけるRT
本刺激呈示位置の違いにおけるRTを示した。本刺激④ -A と本刺激
④ -Bおよび本刺激④ -Aと本刺激④ -DのRTに有意差が認められた。


